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問題番号［〗J
以下（（社）日本機械学会誌、 VoL124, No◆ 1229, pp24-29, 2021より抜粋原文のまま）を読んで設問

に答えなさい。

新興技術の“レスポンシブルな”社会実装のために

岸本充生

はじめに

新型コロナウイルス感染症への対応においても、情報技術を中心に、さまざまなテクノロジーの導入

が提案されている。他方で、プライバシーや個人情報保護の問題に加えて、利用できない人への配慮も

問題になる。＜略＞

本稿は、新興技術の社会実装を「レスポンジプルな」形するために平時に確立しておくべき社会の仕

組みについて整理したものである。

技術を社会実装する場合の障壁は何か

これまでどんなことが起こってきたかを振り返る

新興（エマージング）は、新規であること (new)とその利用が急速に増えつつあること (increasing)の

両方を意味しており、新興技術（エマージングテクノロジー）とはそのような特徴を持つ技術のことを

指している。自動運転、ゲノム編集、量子コンピュータなどが思い浮かびやすいが、あらゆる技術は、

かつて一度は新興技術であったのである。 ＜略＞

どのような技術であれ、「新興」段階では、意図しない影響が顕在化しうる。そうして生ずる事故や事

件の帰結として、技術そのものが社会から拒絶されたり、社会実装がずいぶん遅れたりする ことになる。

意図しない影響には、人の死傷や疾病といった狭義の安全・健康に限らず、プライバシーの侵害や差別

といった人権に関わるものまで幅広い。 近年ではビッグデータと Alを活用したデータビジネスに関す

る「炎上」事例が増えている。図 1にはく略＞、技術そのものの課題以外で、社会実装までに超えなけ

ればならない「ハードル」の例を挙げた。近年のデータビジネスではシーズから実装までの期間が短く、

これらすべてのケアが行き届かずに炎上につながる機会が増えている。

また、逆に、こうした潜在的なハードルを気にしすぎることで、萎縮してしまう現象も見られる。こ

れは「何かあったらどうするんだ」問題ともいえる。＜略＞「何かあったらどうするんだ」という問い

掛け自体は健全であるが、これに滴切に応える体制を十ハに用意できずにいると、 く略＞。

新興技術の社会実装： 100年目とかわらないこと

＜略＞

100年前から変わったところ：その 1

「分からないもの」への接し方

＜略＞

20世紀の後半になり、 デフォル トの仮定を「安全」とすることが通用しない場面が出てくるようにな

った。その典型が遺伝子組み換え作物である。欧州では広範な反対運動が起き、日本でも消費者に忌避

され、製品は社会に受け入れられなかった。 21世紀に入ると、安全性に関するデータが不足しているも

の一新興技術のほとんどがあてはまるーについては、ひとまず「危険」とみなして、事前に安全性を評

価する手法が開発され、基準値やガイドラインなどが整備され、「安全である」ことが分かり やすく示さ

れたものしか社会に受容されないことがはっきりしてきた。一つまり、前世紀の間にいつーの間にか、デフ
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ォルトの仮定が「安全」から「危険」に 180度変わったのである。＜略＞

100年前から変わったところ：その 2

セイフティだけでなく、セキュリティも考慮

安全性（セイフティ）は主に、非意図的な事象や自然現象によるものを対象とし、原因はハザード

(hazard)と呼ばれることが多い。これに対して、セキュリティは、意図的なものや悪意に基づくものに

関連する。セキュリティの原因は脅威 (threat)と呼ばれる。＜略＞

安全は、 ISO/IEC（国際標準化機構／国際電気標準会議）が発行するガイド 51において、「許容できな

いリスクがないこと (Freedomfrom risk which is not tolerable)」と定義されている叫単に「リス

クがないこと」でなく、「許容できないJとい2修飾が付いているーことが鍵である。＜略＞

100年前から変わったところ：その 3
倫理的・法的・社会的課題(ELSI)を発見・解決

セイフティとセキュリティは狭い意味では、人々の死傷や疾病を防止する概念であるが、守るべき価

値として、死傷に直接結びつかなくても、人間としての尊厳や人権、自由などが強調されるようになっ

た。これらは、倫理的・法的・社会的課題(Ethical,Legal and Social Issues : ELSI)と呼ばれる。＜

略＞

科学技術を社会実装するために

トランスサイエンス領域を発見し、埋める必要がある

図 1く略＞に示した、新興技術シーズと社会実装の間は、 トランスサイエンス領域と呼ばれる。 トラ

ンスサイエンスとは 1972年にワインバーグがエッセイの中で提示した概念で、「科学によって問うこと

ができるが、科学によって答えることができない問題群」を指しているい）。図 1く略＞に示したような

トラプルを避けるためには、これらへの備えや対処を研究開発プロセスにあらかじめ組み込んでおく必

要がある。＜略＞トランスサイエンス領域を埋めるためには、く略＞新興技術の研究開発側は技術その

ものを開発するだけでなく、次のような取り組みが必要不可欠になることが分かる。カッコ内には、取

り組みの名称を示した。詳細はこの次に説明する。

l. 技術が社会に実装された際に影響を受けるステークホルダーを特定し、生じうる潜在的な影響を予

測する（ステークホルダー分析、テクノロジーアセスメント）。

2. 技術そのものに安全性、セキュリティ、 ELSI対応といった要素を可能な限りあらかじめ組み込む

（バイ・デザイン・アプローチ）。

3. 技術開発と並行して、安全性やセキュリティ、プライバシーや人権への影響を評価するための技術

（リスクアセスメント手法）も開発するとともにこれらの手法の標準化をめざす（レギュラトリー

サイエンス）。

4. 開発したリスクアセスメント手法を使って、当該技術が安全であり、セキュアであり、 ELSI対応が

できていることをあらかじめ分かりやすく示す（リスクコミュニケーション）。

5. リスクはゼロにならないため、何かあった際の手順を定めておく必要がある。具体的には責任者の

任命、責任ルール、 保険、補償といった備えがこれにあたる（クライシスマネジメント）。

科学技術と社会の間のギャップを埋める：その 1
レギュラトリーサイエンスの可視化が必要

医薬品や医療機器の分野においては、その安全性や効能を示すための手順などを、レギュラトリーサ

イエンスと呼ぶことが定着しているい2）。しかし、同様に安全であることを示す必要がある他の技術や製

品の分野ではまだ表立ってこの言葉は使われていない。むしろ、科学のみによって安全が確保されてい

るかのような説明が目立つ。例えば、 2011年に起きた東北地方太平洋沖地震による大津波によって破提｛
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--- -------- --- -------------------------- --------------～“---------- --------------------- ------------------一- -------------------------------------
された防潮堤が再建される際に、その高さが「これはちゃんとした科学的な根拠に基づいて」決められ

たと説明された(l3)。実際は、多数の仮定の積み重ねで求められた数字であるにもかかわらず また、原

子力規制委員会はその活動原則の第一に「何ものにもとらわれず、科学的・技術的な見地から、独立し

て意思決定を行う」としているように、「科学的Jへのこだわりが強い(l4)。しかし、通常の科学を規制

策定につなげるには、レギュラトリーサイエンスが必要であることは、医薬品分野と何も変わらない。

意思決定プロセスの透明性のためには、規制意思決定に至るプロセスをレギュラトリーサイエンスとし
て可視化する必要がある。

おわりに

本稿では、 Sociecy5.0や第四次産業革命、スマートシティ、 デジタルトランスフォーメーションと

いった文脈において、新興技術を社会実装する際に、「レスポンシプル」になるための条件について検討
した。＜略＞

以上。

［設問］

1. 技術そのものの課題以外で，新興技術を社会実装するまでに超えなければならない「ハードル」に

はどのようなものが考えられるか。「法規制」あるいは「施策」のどちらかの用語を用いて簡潔に例示せ
よ。

2. 「何かあったらどうするんだ」という問い掛け自体は健全であるが，これに適切に応える体制を＋

分に用意できずにいるとどうなると考えられるか。簡潔に説明せよ。

3. 新興技術は，何故， デフォルトの仮定が「安全」から「危険」に 180度変わったのか。簡潔に説明せ

よ。

4. 筆者は，何故「単に 「リ スクがないこと」でなく、「許容できない」という修飾が付いていることが

鍵である。」と述べているのか。簡潔に説明せよ。

5. 筆者は， 2011年に起きた東北地方太平洋沖地震による大津波によって破壊された防潮堤が再建され

る際に，その高さについて， どのような説明が必要であったと考えているのか。160字以内で簡潔に述
べよ。

6. 新興技術を社会実装する際にはどのような取り組みが必要か。200字程度で簡潔に述べよ。
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